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丹 生 小 学 校 の 沿 革 平成 21年 12月 12日現在

社 会 変 遷 丹 生 小 学 校 の 変 遷

明治元年 下丹生村は岩鼻県に属す
明治４年 上丹生村、原村は小幡県に属す

7．14 廃藩置県第 1次群馬県誕生
明治５年 三村とも群馬県に属す。大小区制により

上丹生村は第１２大区第２小区に、下丹
生村・原村は第３小区となる。 M6.12.23 M6.12.20
学制制定 上丹生村字五分一林昌寺 下丹生村福王寺 原村古柳観音堂

明治６年 上丹生村字五分一林昌寺、下丹生村福王（Ｍ６） 上丹生学校 下丹生学校 原学校
寺、原村古柳観音堂の３カ所に学校を創
設する。
6．15熊谷県となる

明治７年 三村熊谷県に属す
明治９年 8．21群馬県成立。三村群馬県に属す。
明治 12年 三村連合して戸長を上丹生村に置く。

学制を廃し、教育令を制定。
明治 13年 原小学校を下丹生小学校に合併する。 （ Ｍ１３）合併
明治 14年 改正教育令により学期を 3－ 8年とする

初等科 3年、中等科 3年、高等科 2年と
する

明治 17年 群馬事件 上丹生村、岡部為作方が破壊 （Ｍ１７）合併
放火される 上丹生村字五分一林昌寺 下丹生村福王寺
上丹生小学校と下丹生小学校を合併、 群馬県第 67学区北甘楽郡第 3小学校 分 校
群馬県第６７学区北甘楽郡第３小学校と
称し、分校を下丹生村福王寺に置く。 （Ｍ１９） 上丹生村字五分一林昌寺

明治 19年 小学校令公布、小学校を尋常科、高等科 群馬県第１０６学区北甘楽郡第４小学校
に分ける。学令は８カ年。

明治 22年 町村制施行 丹生村となる
明治 23年 10月 30日 教育勅語発布 上丹生村字五分一林昌寺 （Ｍ２５）上丹生村字五分一林昌寺
明治 25年 北甘楽郡第 1高等小学校（富岡）より分 群馬県第１０６学区北甘楽郡第４小学校 丹生高等小学校

離し、丹生高等小学校を上丹生五分一に
置く。
教育勅語を下賜される。 （Ｍ２６） 上丹生字八幡森

明治 26年 尋常科、高等科を合併して、丹生尋常高 北甘楽郡丹生尋常高等小学校
等小学校と称し、上丹生字八幡森に移す。

明治 36年 小学校国定教科書制度公布。
明治 38年 村立実業補習学校、学則施行。

丹生尋常高等小学校内に村立実業補習学 （Ｍ３８）丹生尋常高等小学校内に村立実業
校が許可される。 補習学校が許可される

明治 40年 小学校令改正、尋常小学校の修業年限は
6 カ年、高等小学校の修業年限は 2 カ年
となる。

明治 44 年 県より教育に関する訓令が出る。（教育
の４大方針：就学率の向上、基本財産の
蓄積、内容の充実、小学校を教化の中心
とする）

大正 11年 上丹生字駒寄に校舎を新築、落成。
大正 12年 新校舎に移転。
大正 15年 青年訓練を開始する。 （Ｔ 12，1，12）上丹生字駒寄の新校舎に移転

昭和 2年 高等科に手工を加える。
（Ｓ２）高等科に手工を加える

昭和 16年 3月 1日 国民学校令制定 （Ｓ 16，4，1） 上丹生駒寄（校庭北側）
4 月 1 日 北甘楽郡丹生尋常高等小学校は 北甘楽郡丹生村国民学校
北甘楽郡丹生村国民学校となる。 尋常科は初等科となる
尋常科は初等科となる。

昭和 22年 北甘楽郡丹生村国民学校は北甘楽郡丹生 （Ｓ２２） 上丹生駒寄（校庭北側）
村立丹生小学校となる。 北甘楽郡丹生村立丹生小学校
学校教育法発布。6－ 3制となる

昭和 25年 郡名変更により甘楽郡丹生村立丹生小学 （Ｓ２５） 上丹生駒寄（校庭北側）
校となる。 甘楽郡丹生村立丹生小学校

昭和 32年 校歌制定

昭和 35年 丹生村は富岡市に編入になり、丹生村立 （Ｓ３５） 上丹生駒寄（校庭南側）
丹生小学校は、富岡市立丹生小学校となる。 富岡市立丹生小学校

昭和 46年 校章制定
昭和 48年 開校百周年記念式典（12月 1日）
昭和 49年 プール竣工
昭和 53年 体育館竣工（5月 4日）
昭和 55年 新校舎竣工（3月 5日）

＊参考文献 丹生小学校沿革誌、 北甘楽郡教育史 1919（大正 8年）、 群馬県教育史第 1巻・第２巻明治編 上巻 1972

＊この沿革史の図表を作成するに当たり、下仁田町在住 里見哲夫氏にご指導いただきました。


